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1. 最近 の各職場への女 性の進出はめざまし く，それ

に伴 って，共 稼ぎの家庭もふえ，“ 家事労働の短縮化 ・

能率化" が さけば れるようになってきた。こ のような状

況の下 にあ って 種々のインスタント食品 が， 調理時 間の

短縮化・調理 作業 の能率化をめざ して 作りだされて きた。

そこで， インスタント食品 を利 用した場合と， 家庭調理

を行 なった場合 とを，(1)経済 性バ2)調理 作業 のエネル ギ

ー代謝，問味覚，(4)成分 の４点 から， 比較検討した。

2. マ ッシュポテ ト，プ リン， スープ をとりあげ，(1)

経済性は全国小売 物価統計 調査報告を もとに して， 価格

を算定しバ2)エネ ルギー代 謝は， 各調理 作業 を単位作業
に分割して所要時間を測定 して 消費熱 量を算定 し，(3)味

覚は，2 点嗜好試験法の官能検査を行 なって 検定 し，(4)

成分は， イン スタン ト食品の糖質はBertrand 法，蛋 白

質はKjeldahl 法，脂質は， エーテル抽出法で測 定 し，

他の実験材料は，成分表 より算出した。

3.    (1)経済性に関しては，一概に インスタン ト食品を

利 用した場合の方が高いとはいえない。

②調理作業 のエネル ギー代謝については， スープな ど

は，非常に能率的 であるが，一概に インスタ ント食品を

利 用した場合の方が能率的 であるとはいえない。

(3)味 覚に関しては，インスタン ト食品を利用した場合

は，明 らかに味がお ちる。

(4)単位分量に対する栄養価は インスタント食品の方が

低い。


